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人
権
連
九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会（
川
口
學
議
長
）は

２
月
８
、
９
の
両
日
、
大
分

県
別
府
市
で
２
０
１
４
年
度

の
九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

学
習
集
会
を
開
き
、
４
県
か

ら
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

の
閣
議
決
定
で
９
条
骨
抜

き
、
戦
争
す
る
国
へ
ま
っ
し

ぐ
ら
の
安
倍
暴
走
政
権
の
憲

法
改
悪
を
、
地
域
人
権
憲
章

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
、

学
習
普
及
活
動
で
草
の
根
の

世
論
を
形
成
し
よ
う
と
延
べ

13
人
が
発
言
、
論
議
を
深
め

る
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

２
日
目
の
同
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

で
、
オ
ー
ル
沖
縄
の
民
意
を

否
定
、
辺
野
古
へ
の
米
軍
基

地
を
強
行
し
て
い
る
沖
縄

で
、
連
帯
と
支
援
を
兼
ね
た

九州沖縄ブロック
交流学習集会と総会

｢

地
域
人
権
憲
章｣

を
草
の
根
の
力
に

安倍

九州沖縄ブロック協議会が交流学習集会を開催。｢地域人権憲章｣
などを学習・交流した＝2月8～9日、大分

□□□□□□□□□□□□

ヘイトの新たな法規制が、言論表現の自由を侵害・抵触するも
のであってはならないと指摘する人権連＝法務省、2月20日

法務省

言
論
表
現
の
自
由 

侵
害
な
ら
ぬ

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
法
規
制

籍
の
人
々
を
排
斥
す
る
差
別

的
言
動
、
い
わ
ゆ
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
は
人
々
に
不
安
感

や
嫌
悪
感
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を

傷
つ
け
た
り
、
差
別
意
識
を

生
じ
さ
せ
か
ね
な
い
、
こ
う

し
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
立

場
で
各
種
啓
発
・
広
報
活
動

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
返

答
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
国
連
の
自
由
権
及

び
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
が

日
本
政
府
に
対
し
て
「
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
」
対
策
（
法
規

制
も
含
め
）

を
求
め
、「
人

種
」
の
「
世
系
」
概
念
に
部

落
問
題
（「
部
落
民
」）
を
含

む
と
す
る
勧
告
が
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
関
し
て
も
、
省

の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　

省
は
条
約
の
解
釈
は
外
務

省
が
行
う
も
の
と
回
答
。
つ

ま
り
、「
世
系
」と
は「
条
約
の

適
用
上
、
人
種
、
民
族
か
ら

み
た
系
統
を
表
す
言
葉
で
あ

り
、
…
生
物
学
的
・
文
化
的

諸
特
徴
に
係
る
範
疇
を
超
え

な
い
も
の
」
が
政
府
見
解
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

国
連
の
方
か
ら
「
部
落
民
」

の
定
義
と
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か

難
し
い
と
こ
ろ
と
返
答
。
パ

ン
フ
の
関
係
で
も
部
落
出
身

者
と
か
同
和
関
係
者
と
い
う

文
言
は
使
わ
な
い
方
が
い
い

の
か
と
い
う
感
覚
は
あ
る
、

と
も
返
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
国
内
人
権
機
関
」に
つ
い

て
は
、
国
連
パ
リ
原
則
の
順

守
及
び
言
論
・
出
版
の
自
由

に
係
わ
り
定
義
が
あ
い
ま
い

な
「
不
当
な
差
別
的
言
動
」

「
誘
発
・
助
長
」
な
ど
は
法

の
目
的
記
述
か
ら
除
く
こ
と

な
ど
を
要
求
し
ま
し
た
。
省

は
「
様
々
な
議
論
を
ふ
ま
え

検
討
し
て
い
る
」
と
こ
れ
ま

で
と
同
様
の
回
答
に
終
始
し

ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
機
関
の
充
実
・

強
化
と
関
わ
っ
て
は
、
障
害

者
や
高
齢
者
・
介
護
施
設
な

ど
も
視
野
に
専
門
的
研
修
を

要
請
。
エ
セ
同
和
行
為
の
取

り
組
み
で
も
社
会
福
祉
法
人

や
施
設
も
調
査
・
啓
発
対
象

に
す
る
こ
と
、
指
導
者
研
修

に
あ
た
っ
て
は
「
１
９
９
１

年
大
綱
」
を
示
し
、
行
政
自

身
が
施
策
の
見
直
し
を
真
摯

に
行
う
よ
う
要
請
す
べ
き
と

章
』」
と
し
て
、
植
山
光
朗

全
国
人
権
連
事
務
局
次
長
が

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
っ

て
70
分
報
告
し
ま
し
た
。

　

植
山
次
長
は
、
自
民
党
の

憲
法
改
正
草
案
は
天
皇
元
首

化
と
自
衛
隊
の
国
防
軍
化
、

国
家
主
権
が
軸
に
あ
り
国
民

主
権
は
公
・
公
益
の
条
件
つ

き
で
戦
前
回
帰
の
復
古
調
。

歴
史
に
学
ば
な
い
も
の
は
歴

史
を
繰
り
返
す
と
安
倍
首
相

の
暴
走
を
批
判
。「
基
地
ノ

ー
・
子
ど
も
た
ち
に
安
心
・

安
全
な
未
来
を
」
と
の
切
実

な
要
求
で
実
現
し
た
オ
ー
ル

沖
縄
方
式
に
習
い
、
人
権
連

運
動
も
憲
章
を
活
か
し
地
域

で
の
具
体
的
な
要
求
と
か
ら

め
た
と
り
く
み
で
、
地
域
か

ら
安
倍
暴
走
政
治
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
よ
う
と
報
告
。
一
斉

地
方
選
挙
で
は
会
員
候
補
の

当
選
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
と

訴
え
ま
し
た
。

　

開
催
地
大
分
か
ら
は
宇
佐

市
で
の
偏
向
し
た
人
権
教
育

行
政
是
正
の
た
た
か
い
で
解

同
補
助
金
の
削
減
な
ど
、
改

善
を
勝
ち
と
っ
た
と
報
告
。

福
岡
の
粕
屋
地
協
か
ら
は
政

府
交
渉
を
活
か
し
て
の
地
元

住
民
要
求
を
実
現
し
た
成
果

の
報
告
、
京
築
地
協
か
ら
は

高
齢
者
医
療
保
険
改
善
で
県

や
厚
労
省
を
追
及
し
た
と
り

く
み
の
な
ど
活
発
な
発
言
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

学
習
会
２
日
目
の
冒
頭
、

福

岡

の

鐘

井

光

雄

さ

ん

（
89
）
か
ら
戦
後
の
部
落
解

放
運
動
の
発
展
的
転
換
を
自

身
の
体
験
を
つ
う
じ
て
の
具

体
的
な
報
告
が
あ
り
、
今
後

の
人
権
連
運
動
に
と
っ
て
貴

重
な
教
訓
に
な
り
ま
し
た
。

　

交
流
学
習
集
会
の
総
括
で

川
口
議
長
は
「
今
回
の
交
流

学
習
集
会
は
、
地
域
人
権
憲

章
の
立
場
か
ら
こ
れ
ま
で
に

な
く
、
各
地
の
と
り
く
み
が

憲
法
改
悪
と
集
団
的
自
衛
権

阻
止
、
安
倍
暴
走
政
治
を
は

ね
返
す
力
に
な
る
と
確
信
で

暴
走
政
治
を
跳
ね
返
そ
う　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
の

話
し
合
い
は
２
月
20
日
に
行

わ
れ
、吉
村
副
議
長
、新
井
事

務
局
長
、
三
枝
茂
夫
監
査
他

各
県
代
表
が
参
加
し
、
省
は

山
本
総
務
課
長
、
大
山
調
査

救
済
課
長
、
大
橋
人
権
啓
発

課
長
等
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

民
族
差
別
を
あ
お
る
「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」（
差
別
煽

動
行
為
）
に
つ
い
て
、
現
状

認
識
や
規
制
立
法
の
必
要
性

を
問
う
と
と
も
に
、
新
た
な

法
規
制
が
、
国
民
の
言
論
表

現
の
自
由
を
侵
害
・
抵
触
す

る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

省
は
、
特
定
の
民
族
や
国

き
た
学
習
会
に
な
っ
た
」
と

成
果
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
来
年
の
大
分
開
催

と
16
年
度
の
沖
縄
開
催
を
決

め
閉
会
し
ま
し
た
。

意
見
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た

セ
ン
タ
ー
等
発
行
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
類
が
半
世
紀
前
の
事

例
を
記
述
し
誤
っ
た
理
解
を

広
げ
て
い
る
と
指
摘
し
是
正

指
導
を
求
め
ま
し
た
。

安
倍
首
相

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

批
判
も
法
規
制
に
は

「
慎
重
」姿
勢

　

安
倍
首
相
は
２
月
23
日
午

前
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
「
日
本

を
お
と
し
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
」
と
批
判
し
ま
し
た

が
、
対
策
に
関
し
て
は
「
現

行
法
の
適
切
な
適
用
や
啓
発

活
動
で
差
別
の
解
消
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」

と
述
べ
る
に
と
ど
め
て
い
ま

す
。

16
年
度
の
交
流
学
習

集
会
の
開
催
を
決
め

ま
し
た
。

　

学
習
会
の
基
調
報

告
は
「
９
条
破
壊
の

自
民
党
憲
法
改
正
草

案
対
憲
法
を
活
か
す

『

地

域

人

権

憲

（
機
関
紙
誌
局
）

　

読
者
の
皆
さ
ん
、
機
関
紙
誌
ご
購
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

消
費
税
８
％
（
２
０
１
４
年
４
月
）
引
き
上
げ
は
発
送
費
や
原

価
高
騰
を
招
き
、
機
関
紙
誌
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
紙
質
の
変
更
や
編
集
体
制
の
改
善
な
ど
で
対
応
を
は
か
っ
て

き
ま
し
た
が
、
限
界
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
生
活
物
価
等
の
厳
し
さ
も
考
え
れ
ば
、
機
関
紙
誌
頒

価
（
年
間
２
５
２
０
円
、
５
０
１
６
円
送
料
共
）
を
変
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
４
月
号
以
降
機
関
紙

８
頁
を
カ
ラ
ー
化
で
４
頁
に
、
機
関
誌
32
頁
を
24
頁
に
変
え
な
が

ら
、
読
者
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
紙
面
の
充
実
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ロ
グ
の
充
実
連
携
と
共
に
推
し
進
め
る
も
の
で
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
頂
き
、
今
後
も
引
き
続
き
の
ご
購

読
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

機
関
紙
誌「
地
域
と
人
権
」体
裁
等
の
改
定
に
つ
い
て


